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しか しなが ら、"看護 とは"は基礎看護学講座を重要




フロレンス ・ナイチ ンゲール に出会 う
ことは順序だてて起こったわけではありませんが、直
線化 してみれば、看護についての2つ の書物か ら私の問
いは流れ始めました。基礎看護学講座に入 った私はまず、













の雑誌の1つ がそれを連載 して くれ、1968年に1冊 にま





















い)の ために、病気 とは別のことか らくる苦 しみのない
状態にその人を置 く、 これが看護なので した。





で す。natureを復元 力 と読 む解 釈 の確 認 は、 ヒポク ラ
テスまで さか上 って尋 ねる必要が あ りま した。
要 は、 ナイチ ンゲ ールが看護 について次 のよ うな仮説
を たてて いたこ とです。 「看護 の しなければな らない こ
とは、 自然が患者 に働 きか けるよ うに最善 の状態 に彼 を
置 くことで ある。」
『看護覚え書』に拠 る"看 護 とは"は 、漸次増えていっ
たナ イチ ンゲ ール研究者の功が あ って、10年ほどで 日本
の看護界 に広がっ た と思 います。 ただ、 この仮説 と、看
護 は病気 とは別の ことか らくる病人 の苦 しみ を取 り除 く
とい うだ けで は、我 々 ナース は、1つ 、現実 のば らば ら
仕事 患者の身のまわ りの世話 もろ もろ、ナイチンゲー
ル後 の100年に著 し くパ ワーア ップ した医師 の診 断 ・治
療 へのかかわ りごとこま ごま と結 びつ けて、看護は
これだ!と 膝を打っ ことはで きなか ったで しょう。 また、
2つ、それだけでは、大学 の中の看護 とはの答 とす るに
は、看 護学 の体系 あ るいは研究 が踏 まえ るべ き看護の概
念構 造が見 えに くか ったで しょう。"で し ょう"と した
のは、実 際はそ うではな く、我 々は膝 を打 っ ことがで き 、
ま した。 そ うできるよ うなあるめ ぐりあわせがあ ったか
らです。 とくに私 にはあ つたか らです。
ヴ ァージニア ・ヘンダ一ソ ンと出会 う
『看護覚 え書』 をぱ らぱ らしていた卒業2年 目、1961
年の5月 、湯槙 ます先生が メルボル ンで開 かれた国際看
護師協会(ICN)の大会 に出席、 ヴァージニア ・ヘ ンダー
ソ ン著 の小冊子 、Basic　Principles　of　Nunsing　Care
を持 ち帰 られ、す ぐ訳 出す るよ うにと私 に指 示。『看護
覚 え書』の場合 と違 い、 こち らは否応 な く読 まされ たの
で したが、 「病 気が何 であ るか にかかわ らず誰 もが必要
とす る基本的な看護 は、ユ ニバ ーサ ルな人間 の欲求 に根
ざす」 とい う最初 の文 章 にぞ くっと しま した。『看 護の
基本 とな るもの』 と題 してその年 の10月に出版、おそ ら
く世界 で最 も早 い翻訳 出版 だ ったで しょう。
ICNは、世界的 に高 ま って いた(私 が大学 の片 隅で感
じて いたの と同 じ)"看護 とは何か"の 声へ の答 え とし
て、 この小冊子 をア メ リカはエール大学 看護学部のヘ ン
ダー ソンに書 いて もらったのです。 追い追いたずねあて
てみ ると、1955年に出版 され た彼 女 の テキ ス ト、The
Principles　andPrectice　of　Nursing第5版の"看 護
とは"が 、 ヨーロッパ在のICN理事会 にその決 断を させ
たので した。
ヘ ンダー ソンはほ とんど経験 的に、看護 のば らば ら仕
事 を整列 させる観点 をみつ けていま した。
・1つ 、看護 は、多 くの場合 は病人 の、基本 的欲求 を
満 たす ための生活行動、呼吸す る、食 べる、排泄する、









































言 った"あ るめぐりあわせ"と はこの相乗効果的理解の
ことです。ナイチンゲールの"自 然が働 きかけるような








































































ければな らなか ったもの、 これが1つ です。この種の翻





































たものです。 しか し、断片性に価値を置 く最新の看護学
も、"看護とは"の 問いを無意識に引き継 いでいるので
して、おこがましい言い方ですが、私のしてきたことは、
それら新 しい研究の成果を選び集めて、根元的な問いの
流れに加えていくことでもあったと思います。発見のあ
る楽 しい仕事でした。
